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令和４年度 学校経営計画・自己評価書       足立区立花保小学校 

校長  半田 英雄       

１ 学校教育目標 
○心豊かで思いやりのある子ども   ○自ら進んで考え、工夫する子ども 

○健康でねばり強い子ども      ○たがいに協力し、進んで実行する子ども 

２ めざす学校像、児童・生徒像、教師像 

○学校像 
確かな学力と豊かな心、健やかな体を本気で育てる学校 

○学力を定着させる学校     ○豊かな人間性をはぐくむ学校 ○体力・運動能力を高める学校  

○家庭・地域が協力し合う学校  ○組織的に教育活動を展開する学校 

○児童・生徒像 

○心豊かで思いやりのある子ども（あいさつをきちんとし、誰に対してもやさしく思いやりのある子） 

○自ら進んで考え、工夫する子ども（自ら考え、自ら学ぶ意欲を身につける子） 

○健康でねばり強い子ども（健康で、我慢強く最後までやりとげる子） 

○たがいに協力し、進んで実行する子ども（自分で考え自分で判断し自分で行動し責任をとることができる子） 

○教師像 
○プロ意識をもち、教育活動を生き甲斐と感じる教師 

〇子どもと共に自ら伸びようと努力し続ける教師 

３ 学校の現状及び前年度の成果と課題 
１ 学校の現状  新型コロナ感染防止策を徹底しながら、児童の学びを保障するために最大限の努力をしている。 

２ 令和３年度の成果と課題 

【成果】 

■学力向上 

ＯＪＴによる授業力の向上と徹底した個々の学力分析による個に応じた指導によって、令和３年度足立区学習定着度調査では、２教科の平均通過率が８９．

１％となった。全学年とも平均正答率、通過率ともに７年連続で区の平均と目標値を上回った。 

■教師の指導力向上 

東京都ＯＪＴガイドラインで求められている目標を達成するために、各教員の職層と経験年数、資質と能力から、個に応じた指導や助言を行った。若

手教員及び新任教員には各教科で「あだちスタンダード」の授業ができるように、管理職と区教科指導専門員で継続的な指導を行った。特に、「算数」では、

児童の自力解決を大事にした問題解決型授業展開の指導法が継承されている。ベテランから若手までの全員が本校の学習における課題について強い危機意識を

もって、自己の授業力の改善を図れた。 

■心の教育の充実 

一人一人が自分自身のリーダーになり、自信をもって、実りある充実した人生を送れるようにするために、「リーダー・イン・ミー」を心の教育の柱として推

進した。また、ＱＵ調査を年２回実施し、学級全体と児童個々の状況や学級内の対人関係をデータによって明確に把握した。管理職と学年とのデータに基づく

ミーティングを定期的に実施し、児童個々に対する方策を練らせた。データに基づく声かけや励まし等で、児童の自己肯定感が高まってきている。一層の心の

教育を推進する。 

【課題】 

■カリキュラムマネージメントの推進 

 ＳＤＧｓを意識し、理念の理解をしながら本校や地域の実態に応じた学習を展開する。また、持続可能な社会の創り手を育成する。 



 ２ 

４ 重点的な取組事項 

 内    容 
実施期間（年度） R:令和 

R2 R3 R4 R5 R6 

１ 学力向上アクションプラン ○ ○ ○ ○ ○ 

２ 教師の指導力向上と心の育成 ○ ○ ○ ○ ○ 

３ 保育園・幼稚園・中学校との連携 ○ ○ ○ ○ ○ 
 
 

５ 令和４年度の重点目標 
 

重点的な取組事項－１ 学力向上アクションプラン 

Ａ 今年度の成果目標 
達成基準 

（目標通過率） 
実施結果 

（通過率結果） 
コメント・課題   

達成度 
◎〇△● 

足立区平均通過率と同水準を達

成する。 足立区学力定着度調査 

区平均通過率の数値 

 

数値目標である区平均通過率８
３．７％を超え、８７．７％と目
標を達成した。８年連続で区の平
均通過率を上回った。 

・区調査において達成基準を上回ると同時に、
本校の学力向上の成果を、多くの卒業生が進学
する花保中学校の学力調査にも反映すること
ができた。 
・学習の定着状況と成果と課題は６（１）①参照 

 ◎ 

Ｂ 目標実現に向けた取組み 

新
・
継 

アクション 

プラン 

対象・ 

実施教科 

頻度・ 

実施時期 

具体的な取り組み内容 

(誰が、何を、どのように) 

達成確認 

方法 

達成目標 

（＝数値） 
(いつ・何を・どの程度) 

実施結果 コメント・課題 
達成度
◎〇△● 

１
継
続 

学力向上 

児童理解 

対策会議 

学年単位 

①４月 

②６月 

③11月  

④１月 

⑤随時 

【指導者体制】 

管理職・学力向上委員長 

【取組みのねらい・目的】 

学力結果、ＱＵ結果の分析と

対策 左記時期と対応 

①前担任→現担任 

②③④学年単位で個別分析 

⑤上学年→下学年 

 

 

学力調査 

再調査 

プレテスト 

ＱＵ調査 Web

版 

（２回） 

目標通過率 

学級生活満足 

群の割合向上 

 

・計画通り、年間を通

して、対策会議を行

い、各学年の学力と

各学級のＱＵ状況

を把握した。児童個

別の具体的な手立

てを検討し、実行す

ることができた。 

・学力とＱＵの状況と

その対策について、

適切な助言と進行

管理を行うことが

できた。 
◎ 



 ３ 

２
新
規 

AI ドリル

の活用 

 

 

２年生以

上 

国語社会 

算数理科 

英語 

・朝学習 

・授業 

・補習 

・家庭 

学習 

【指導者】学級担任 算数少

人数 

朝学習、授業、家庭学習等

において、個別最適化学習

を行い、学びに向かう姿勢

を向上させ、学力の平準

化、底上げ、向上を図る。 

 

 

 

 

管理機能で正

答率や回答時

間 を 確 認 す

る。 

 

 

個別課題の数値

向上 

 

 

・AIドリル活用月間を

中心に活用率が９

０％と区内のトップ

レベルである。区教

委の依頼で活用事例

を区内小学校に発表

した。 

・活用回数だけではな

く、できない課題を

再度取り組ませる

など、個別最適化さ

れた学びの保障を

目指していく。 ◎ 

３
改
善 

ICTの活用 全児童 毎日 

【指導者体制】全教員 

情報教育部作成の情報教

育年間計画及び「情報活用

能力花保小モデル」に基づ

いて授業計画を立て実施。

１人１台のタブレットを

活用する授業実践を行う。 

・情報教育の

年間計画を

作成する。 

・ＩＣＴを活

用した授業

実践の公開 

・校務省力化

を実感す

る。 

・「情報活用能力

花保小モデ

ル」に合わせ

ての習熟 

・ＩＣＴを活用

した授業実践

の活用 

・校務省力化の

実感する。 

 

 

・各学年のＩＣＴスキ

ル指導計画を作成

した。指導計画に基

づき系統性のある

指導ができた。 

・３年生以上は、タブ

レット端末が日常

の学習ツールとな

った。 

 

・低学年のＧＩＧＡ開

きを年度初めに行

う。 

・クラウドを活用した

学習をより多く取

り入れることで、授

業と家庭学習のハ

イブリット化を目

指す。 

◎ 

４
改
善 

 

MIM 

 

１学年 

児童 
毎月 

【指導者体制】 

１年担任、日本語指導 

【取組みのねらい・目的】 

 特殊音節の定着（読み・書

き） 

 読みの流暢性を高める。 

 

 

 

毎月、アセス

メントを実施

する。 

年度末までに 

1stステージ 

８０％以上 

２ndステージ 

２０％以下 

・個別取り出し指導が

不十分で、定着させ

ることに課題が残

った。 

・通常の授業の中でも

特殊音節の反復練

習を取り入れ、さら

に定着を図ってい

く。 × 



 ４ 

５
継
続 

個に応じた

指導 

 

 

全児童 

国語 

算数 

読書 

年間 

・朝学習 

・花保ステップタイム 

・放課後学習 

・放課後補習 

・そだち保護者面談 

・パンダとコアラからの 

挑戦状（漢字テスト） 

・家庭学習ノート 

・東京ベーシ

ック診断シ

ート、及び

次へのステ

ップなどの

ミニテスト

を実施。 

 

 

・年度末までに

東京ベーシッ

ク診断シート

正答率９

０％、毎回の

ミニテストで

正答率８０％

以上の結果。 

・読書量の増加。 

・東京ベーシック診断

シートで正答率９

０％、毎回のミニテ

ス ト で 正 答 率 ８

０％以上を達成し

た。 

・パンコラ挑戦状によ

って漢字力が伸び、

美しい字を書くよ

うに意識するよう

になった。 

 

 

 

 

・基礎基本を繰り返し

行ったことで、学力

の定着が図れてい

る。 

・応用問題への取り組

みも必要である。 

・下位層は、個々のつ

まずきに合った問

題に取り組ませる

ことができた。 

◎ 

 

６ 

継

続 

かけ算九九

検定免許証

制度 

２学年以

上の全児

童 

５月～

２月 

【指導者体制】 

検定者は、管理職、算数少

人数担当者。指導は、担任

と算数少人数担当者。 

【取組みのねらい・目的】 

ゴールド、普通免許制度の

工夫で全員が習得。 

 

 

 

 

学力向上委員

長と担任が連

携して記録

し、管理職に

提出する。 

普通免許全員取

得。 

・３年生以上のゴール

ド免許取得率は、５

８％であった。普通

免許を取得できて

いない児童も若干

名いる。 

 

 

 

・更新制度は効果的で

ある。繰り返し覚え

させないと忘れて

します。 

◎ 

７
新
規 

英検サポー

トプログラ

ム 

 

６年生 

外国語 

外国語

授業時 

 

【指導者体制】 

 担任 外国語講師 

【取組みのねらい・目的】 

ポートフォリオでの目標確

認と達成状況の確認 

 

 

 

 

 

 

英 検 Ｅ Ｓ Ｇ 

個人スコアレ

ポート 

団体 CSEスコア 

 

・団体平均総合 CSEス

コア４３１と「よく

できました」の判定

を受けた。 

・英語が大好きになっ

ている。 

・外国語アドバイザー

と講師の奮闘で、学

校全体が外国語に

慣れ親しむ良い雰

囲気となっている。 

◎ 



 ５ 

重点的な取組事項－２ 教師の指導力の向上 ―SDGsを意識した教育の推進 ICTの活用能力と心を育てる資質・能力の向上― 

Ａ 今年度の成果目標 達成基準 実施結果 コメント・課題   達成度 

ICTの活用能力と心を育てる資質・能力の

向上 

OJT ガイドラインに基づく育成段階ご

との目標達成 

Hyper-QU web 版調査 ２回目学級生活

満足群数値の向上 

都の OJTガイドラインをもとに本校

独自の OJT計画を作成し、個々の力

に応じた指導を行った。 

来年度の研究をＩＣＴ

教育とし、児童のＩＣＴ

利活用を促進させる。 

 

  ◎ 

Ｂ 目標実現に向けた取組み 

項目 達成基準 具体的な方策 実施結果 コメント・課題 達成度 

ICT活用指導力の向上 

校務の情報化による

校務の負担軽減 

 

〇AIドリルの活用 

○ＩＣＴを活用した３わ

「（わかる・わくわくす

る・わらいがある）の

授業を展開」 

〇校務の情報化の実現と

校務負担軽減の実感 

〇「情報教育年間計画」及び「情

報活用能力花保小モデル」の

作成と活用 

○情報化指導研修の実施。 

○ICT環境の整備 

○出欠、成績、保健等の情報や

図書等の管理、指導計画や指

導案、デジタル教材、学習履

歴等の情報化 

・校内組織の情報教育部を中心に、

ICTの推進を図ることができた。 

・授業での活用が図れた。 

クラウドの活用により、校務を軽

減することができた。 

・Google認定教育者として４名合格

した。 

 

 

 

 

 

・来年度の研究をＩＣＴ

教育とし、児童のＩＣ

Ｔ利活用を促進させ

る。 

・Ｃ４ｔｈ Ｈｏｍｅ＆

Ｓｃｈｏｏｌ導入の準

備を進める。 

 

 

 

 

  ◎ 

資質向上 

SDGs を意識した教育

の推進 

 

 

〇職層に応じた職務の遂

行 

〇SDGsを意識した教育活

動の推進 

 

〇SDGsを意識した教育課程 

〇校長レクチャー、転入・新規

採用教員研修と若手教員養

成塾の実施。 

〇教科指導専門員の指導 

〇自己申告面接の重視 

〇学力・QU分析研修の実施 

・年度当初の若手教員による転入教

員・新規採用教員研修によって若

手は自信をつけ、転入者は本校の

課題をいち早く理解した。 

・管理職による計画的な学年面接と
個人面接及び、日々の指導、助言
によって、教員の資質・能力を高
めることができた。 

・教職員の同僚性が高

く、向上心をもって教

育活動を行っている。

この学校文化から

個々の資質を高める

ことができている。こ

の学校文化を継続さ

せたい。 

 

 

 

 

  ◎ 



 ６ 

心の教育の充実 

道徳授業の充実 

いじめ防止 

〇Hyper-QU web 版調査 

２回目学級生活満足群

数値の向上 

・７つの習慣の日常化 

・いじめ報告数の減少 

〇全校朝会での講話 

〇ＱＵ調査の２回実施と分析 

〇「リーダー・イン・ミー」教

育の研究と日常的な推進 

・サンクスカードの通年実施 

〇共通ゴールへの共通指導 

〇無言清掃 

ＱＵ１回目学級生活満足群６４％ 

ＱＵ２回目学級生活満足群７０％ 

（全国平均４２％～４３％） 

・２回目のＱＵ調査では、学級満足

群に属する児童が６％向上した。

全国平均と比較しても２８％高

い。 

・「道徳」とともに、全学級で「リ

ーダー・イン・ミー」の授業を行

い、「心の教育」を推進できた。 

・サンクスカード、信頼貯金で自己

肯定感を高めることができた。 

・いじめ防止対策委員会を随時実施

し機能させた。「いじめアンケー

ト」を実施するなど年間を通して

「いじめ防止」の指導を行った。 

・代表委員会による児童自らの「い
じめ防止キャンペーン」を実施し
た。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

・「リーダー・イン・ミ

ー」を心の教育の柱と

して、全教職員で実践

した。この研究及び多

くの手立てによって

確実に児童の非認知

スキルを高めること

ができた。 

・研究を通して、「ポー

ズ」、「ゴール」、「信頼

貯金」「シナジー」の

共通ワードが日常化

した。次年度も本校の

特色ある教育活動と

して継続し生かして

いく。 

 

   

 

 

 

 

  ◎ 

教師・保護者連携 〇相互の連携を深める。 〇母親・父親学級の開催 ・４月に母親、父親学級を開催し、
保護者から高い評価を得た。 

 
 
 
 
 
 
 
 

・次年度も開催する。    

  ◎ 



 ７ 

重点的な取組事項－３ 保育園・幼稚園・中学校との連携 

Ａ 今年度の成果目標 達成基準 実施結果 コメント・課題   達成度 

保育園・幼稚園・中学校との連携を密に
し、入学時の円滑な接続と基礎学力の定
着を図る。 

幼保中と連携して教育を進め、下記の 2
項目を達成する。 

コロナ禍で制約の多い活動となっ
たが、本校の連携園とは、連絡会を
通して課題を共有化することがで
きた。園での校長講話や教職員交
流、園児の小学校体験が実施でき
た。 
花保中学校との連携 
信頼関係が深まり多くの情報交換
を行うことができた。 

今後ともそれぞれとの
連携を深めていく。 

  ◎ 

Ｂ 目標実現に向けた取組み 

項目 達成基準 具体的な方策 実施結果 コメント・課題 達成度 

保育園・幼稚園との連

携 

〇円滑に小学校生活をス
タートすることがで
き、４月中に小学校生
活に慣れる。 

〇学びにつながる生活習
慣を身に付けさせるた
めに、連携園と共通テ
ーマを決めて実践。 

〇小学校スタートカリキュラ

ムに基づいた週案簿の作成 

〇4月入学時実態調査の公表 

〇連携保育園・幼稚園 

・卒園児状況参観（４月） 

・校長講話（園保護者対象） 

・花保小エリア園長会議の実施 

連携する６園と連絡を密にし、幼保

小連携教育を推進できた。音楽会や

施設見学、交流給食を通して進学へ

の期待を高めさせることができた。 

円滑な接続のために１年担任、年長

担当がそれぞれの場所に出向き、研

修や意見交換会で交流を深めた。 

・来年度も幼保小の連携

の重要性を認識し、小

学校がリーダーシップ

をとって連携を強化す

る。 

   

 

 

  ◎ 

花保中学校との連携 〇授業力を高めるための
研究交流授業の実施 

〇見学、交流活動の実施 

 

〇授業参観と協議会 

〇児童・生徒の状況についての

情報交換・調整会議（随時） 

 中学校見学と部活動体験 

〇中一合宿の教員派遣 

花保中学校の区学力調査の結果は、

３教科平均通過率７３．５％とな

り、区全体の相対的な順位も前年度

同様に４位。本校の成果が反映して

いる。花保中学校は中１の結果分析

を行い、小学校での課題を具体的に

示した。 

・昨年度に続き、花保小

学校の学力向上の成

果を顕著に中学校の

成績に反映できたの

で、相互の信頼がより

深まった。 

   

 

 

  ◎ 
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６ まとめ 
 

（１）今年度の成果と次年度に向けた課題及び解決の方向性 

① 学力向上アクションプランについて 

○数値目標 令和４年度足立区学習定着度調査区平均通過率２教科８３．７％ ○実施結果令和４年度足立区学習定着度調査花保小通過率２教科８７．７％  

【結果】全学年とも平均正答率、通過率ともに区の平均と目標値を上回っている。 

【対策１】算数においては、令和４年度の区学力調査の結果を分析し、少人数加配教員が課題単元を分析し各学年と共有した上で、習熟度別定着度に合わせた全

学年の復習を行い、授業を展開した。また、児童一人一人の学習内容の定着状況を常に把握し、つまずきがあった場合は、すぐに個別指導を行い解消さ

せる。 

【対策２】令和５年２月に新学年の学力調査を実施し、令和５年の学力調査までに個々の課題について習熟を図る。 

【成果】 ８年連続、区の平均通過率を上回った。令和４年度は、令和３年度に続き、中学１年生の区学力調査でも、本校卒業生は好成績であった。足立区のボ

トルネックのひとつ「学力」において中学校によりよい「学力」のバトンタッチができたことを嬉しく思う。また、中学１年生の区学力調査結果（国

語・数学・英語）と各教科の課題について、花保中学校から小中連携日に提供された。小学校で指導するポイントが明示され、全教員が理解し指導に

生かしている。１１月の再調査では、国語、算数の通過率を９０％以上に向上させた。 

② 教師の指導力向上について  

○成果目標 ＩＣＴの活用能力と心を育てる資質・能力の向上 

○達成基準 教師一人一人の指導力の向上（OJTガイドラインに基づく教師一人一人の育成段階ごとの目標達成） 

【結果】・全国平均の学級生活満足群 ４２％ 本校の各学級平均学級生活満足群 ７０％ 区内トップレベルのＡＩドリル活用率９０％ 

【成果】 

・ＩＣＴの推進を図るために情報教育部が中心になって、研修を進めた。フレキシブルに迅速に課題解決を図り全教員が共通理解し、共通指導で児童の個

別最適化学習に生かすことができた。またグーグル認定教育者として４名が合格した。 

・クラウドの活用により、校務を軽減することができた。 

・指導力の向上を目指し、各教員の職層と経験年数、資質と能力から、個に応じた指導や助言を行った。若手教員には各教科で「あだちスタンダード」の

授業ができるように、管理職と区教科指導専門員で継続的な指導を行った。特に、「算数」では、児童の自力解決を大事にした問題解決型授業展開の指

導法が継承されている。ベテランから若手までの全員が本校の学習における課題について強い危機意識をもって、自己の授業力の改善を図れた。 

・教師一人一人が児童の心を育てる教育ができるように、「リーダー・イン・ミー」を心の教育の柱として推進した。教師の指導によって、「ポーズ」、「ゴ

ール」、「信頼貯金」、「シナジー」の４つのキーワードは日常化され、児童もそのねらいを理解しながら、学校生活を送っている。そのため、足立区の中

でも学力が高く、やる気に満ちながらも穏やかで落ち着いた学校として、保護者地域から高く評価されている。 

③ 保育園・幼稚園・中学校との連携 

○成果目標 保育園・幼稚園・中学校と連携を密にし、入学時・卒業時の円滑な接続と基礎学力の定着を図る。 

○実施結果 保育園・幼稚園との連携 

教職員同士の交流研修が実施できた。念願だった保育園保護者会での校長講話や、体験給食、保育園児の音楽会参観、施設見学、授業体験を行うことができ、

小学校入学への期待を高めることができた。 

○実施結果 花保中学校との連携 

有意義な研究授業と協議会を相互に行うことができた。昨年度に比べ、授業力の向上が図れる連携活動ができた。花保中学校の学力状況をフィードバックで

きた。花保小学校の卒業生の学力調査の結果そのものも良かったことから、これまでの連携の成果として互いに自信を深めることができた。 
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（２）保護者や地域へのメッセージ 

令和４年９月１０日（土）に創立５０周年記念児童集会、１１月１２日（土）に創立５０周年記念音楽会、２６日（土）には、創立５０周年記念関係行事の

中で最も重要な児童式典、記念式典、祝賀会を盛大に実施できました。記念すべき令和４年度が終わろうとしていますが、この年を振り返り皆様に感謝の気持

ちと皆様の素晴らしさをお届します。 

☆保護者や地域の皆様が素晴らしい。 

１花保小学校の教育理念とビジョンを理解し支援してくださっている。 

（１）学力向上策、基礎的・基本的な学力定着のための本校独自の取組を理解し、ご家庭でも協力していただいています。 

・そだち指導 ・漢検、数検、英検（６年生） ・算数少人数指導 ・日本語指導 

 ・国語辞典の活用 ・九九検定 ・自主学習ノート ・放課後学習 ・個別指導  

成果 足立区学力度定着に関する総合調査で足立区の中でも成績上位校 進学先の中学校でもいい結果をだしています。 

（２）心を育てる教育へのご理解とご協力 

   花保小学校は、平成２９年度から、足立区教育委員会の認定を受け、アメリカのビジネスコンサルタントであったステーィブン・Ｒ・コヴィー博士の提

唱する「７つの習慣」の考えを教育のベースに取り入れた「リーダー・イン・ミー」を取り入れています。その中でも四つのキーワードとなる「ポーズ・

ゴール・信頼貯金・シナジー」で、これからの人生が「より豊か」に、より「自立」に向かうように人づくりを行っています。さらに、「無言清掃」、「Ｑ

Ｕ調査」、「サンクスイヤー」、「表彰」、「百人一首」をはじめ多くの手立てで、「心」を育てています。 

  成果 楽しく穏やかな学校生活を送れています。学級崩壊の学級がありません。いじめのない学校にするために「いじめには毅然とした指導を行う。」こ

ともご理解いただいています。また、万引き等の非行や問題行動が発生していません。進学先の中学校でも評判の高い卒業生です。 

２ 生活規律についてのご理解とご協力 

校則はなくても校風を理解し、茶髪や奇抜な髪形、服装についてご配慮してくださっています。見た目は大事です。また、「はなほのよい子」のきまり

について、筆箱や授業中に机上におくもの等の細かいことにもご配慮いただいています。 

成果 穏やかで落ち着いた学校として、この地域でも高く評価されています。 

３ ご意見、ご質問、ご要望を率直に伝えてくださる。 

 （１）入学前から私がお願いしている「学校批判、教師批判から何も生まれない。」ことをご理解してくださっています。そして連絡帳やお電話で、気にな

ることやご意見、ご質問を率直に伝えてくださっています。そのことで私たちは多くのことに気付き、課題を解決できているのです。皆様との信頼関係

に基づいた解決のプロセスができていると思います。 

（２）学校行事後のアンケートでは、多くの保護者の皆様からお褒めの言葉、励ましの言葉、改善のご要望をいただいています。このことで教職員がモチベ

ーションを高め、次への原動力になっています。特に運動会では、皆様からのご意見を元に毎年改善しています。皆様のご協力をいただきながらの運動

会。「保護者の皆様と一緒に楽しみながらつくりあげている感」があります。これは運動会だけでなく、音楽会や持久走記録会等どの行事や場面でも皆

様から「ここを改善してくれませんか。応援していますよ。協力できることはやりますよ。」というお声が届いています。これは「保護者も主催者」、「み

んなで子どもを育てる。」保護者の皆様の素晴らしき感性、すばらしき花保愛だと思います。 

    

本校はまだまだ成長できる学校です。これからも、一人一人の子どもに寄り添い、個々のよさと可能性を認め、伸長させることをすべての教育活動の根幹と

し、豊かな人間性の育成のために努力して参ります。また、子どもが分かる楽しさと、できる喜びを十分に感じる授業を推進します。保護者の皆様、地域の皆

様と共に子どもたちの成長を考え合い、三者が一体となった教育を進めたいと考えています。そして、保護者の皆様には、「花保小学校に通わせていることに

誇りがもてる学校」、在校生にとっては学校生活に希望をもち「わくわくする学校」、卒業生にとっては「花保小学校を卒業したことに誇りがもてる学校」にし

ていきます。令和５年度もこれまで同様に本校の教育活動に対してご支援をお願い致します。 
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（３）その他（学校教育活動全般について） 

学校での生活規律や学習規律の徹底を教職員全員で取り組み、思いやりのある心を育て、学力をしっかり身につけさせるように真剣に努力しています。 

 具体的には、 

① 「自分で考え、自分で判断し、自分で行動する。そして責任をとる。」ことの大切さの呼びかけ。 

② 朝会では、指示や号令なく整列させ、表彰の機会を多くする。 

③ 一斉放送の際に全児童が全行動を停止して放送を聞く態度の確立。 

④ 廊下歩行、右側歩行の徹底 「廊下はね、走っちゃだめだめ 花ほっ子」。 

⑤ 自分で考えて学校を綺麗にする「無言清掃」。 

⑥ 「ＱＵ調査」を年２回実施し、あたたかな人間関係づくりを行う。 

⑦ 人のために役立つ喜びを実感させる「サンクスイヤー」。 

⑧ 思いやりのある言葉「ふわふわ言葉」の奨励と「ちくちく言葉」の撲滅。 

⑨ 教員も子どもたち同士も「おまえ」とは言わない。⑩ 名前を呼ぶときは、教員も子どもたち同士も基本的に「さん」付けで。 

⑪ 自己肯定感を高め、生きる力を育む「リーダー・イン・ミー」の推進。 

⑫ みんなで考えたわたしたちの学校目標と「１７宣言（いいな宣言）」に基づく行動。 

⑬ 朝の「あいさつ運動」と子ども同士のあいさつの奨励。 

⑭ 学習により集中させるための花保教室環境スタンダードの全教室展開（ユニバーサルデザイン）。 

⑮ 学習にふさわしい服装や身だしなみ。⑯ 学習に必要なものだけを机上に用意する約束 えんぴつ３本と消しゴム１つ。 

⑰ 朝のスタートを円滑にするための登校時間の設定 ８時から８時１０分まで。 

⑱ 区の学力調査結果の分析と基礎学力定着のための復習テスト。   

⑲ 帰りの会後に行う補習の実施。 

⑳ 家庭学習の充実。 

など多くのことを取り組み、数値では測れない全体としての学校力も向上していると思います。さらによりよい学校にするために令和５年度の「花保小学校」

を構想していきます。 
 
 


